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CV
iZlで制限したOUPモデルの全パラメーr`
タ領域における(CV,SK)を灰色の領域で
示している｡有限データ数の実験データと比
較するため､実験､モデル共に100スパイ
クにそろえ比較する｡OUPモデルの各パラ
メータで100スパイクでの統計ゆらぎによっ
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｢ニューラルネットワーク ～これからの統計力学的アプローチ～｣
て1%以内しか外に出ないような2次元分布 実験パラダイムで定常性が崩れているなら
の等高線が描ける｡この等高線の全パラメ- ば､それ以後の研究の術を失ってしまうだろ
タに関する包絡線を実線で示している｡この う｡その際には実験方法の発達に期待するべ
上に100スパイクで計算した実験データの きである｡
(CV,SK)点をプロットした｡
すると実験データの7.2%が1%包絡線の外
に出た｡この結果､OUPモデルの全パラメー
タ剛域を考えても衣規し得ない英験データが
有意に存在することがわかった｡したがって
OUPモデルはこの実験データを与えたニュー
ロンのモデルとして不適切であり､モデルに
修正が必要であることが示唆される｡
5.DISCUSSION
L`eakyintegrate-and-Fire'の仮定､または定
常白色ガウスノイズ入力の仮定が崩れている
ことがわかった｡
L`eakyIntegrate-and-Fire'の仮定が成立しな
いとすれば､どのような可能性があるだろう
か｡イオンチャネルを考慮した非線形モデル
を考えることが出来る｡電位依存のチャネル
のみを考えている限り､(CV,SK)はOUPモ
デルとほぼ同じであることがわかっている｡
この実験データの(CV,SK)を御 け るため
には､少なくともスパイク後の時けりに依存し
て長いタイムスケールで機能するチャネルの
存在を考えなければならない｡
定常白色ガウスノイズ入力の仮定が成立しな
いとすれば､どのような可能性があるだろう
か｡生理学的に妥当な範囲で非ガウスノイズ
を考えたとしても､ガウスノイズの場合と結
果は変わらない｡色付ノイズを考えれば､こ
の結果を説明できるのではないかと予想して
いる｡その場合､入力の時間相関が生ずる源
が何なのかという問題が生ずる｡
現在のところ､この実験データの(CV,SK)
を説明するモデルは､得られていない｡考え
られる可能性を全て試し､それでも説明でき
ない場合､定常性の仮定が崩れているという
結論が導かれる｡定常的であろうと思われる
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